
 

 酸・アルカリの正体は何か仮説を立て、見通しをもって実験を行い、実験の結果を基に分析して解

釈し、探究の過程を振り返りながら考察の妥当性を検討し表現することができる。 
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課題 

指導主事より 

 単元を通して育成を目指す資質・能力を明確にし、指導と評価の計画を立て、いつ、どの場面でどのように評価

をするのか具体に計画しておくことが重要である。例えば、本時では、酸とアルカリの正体について考察での子供

の記述を基に評価をすることになっている。考察における子供の記述がどこまで書けていればよいのか、あらかじ

め子供の記述を想定しておくことが大切である。授業後に想定した記述が見られない場合は、授業を振り返ってど

のような指導や手立てが必要であったのかを協議し、次の授業に生かしていくことが必要である。 

（１）指導と評価の計画について （２）見通しと振り返り 

本時は、酸・アルカリに共通した性質を示しているものの正体を観

察、実験の結果から考察し、その妥当性を検討して改善する場面の授

業である。その際、個人の考察をグループで共有し、自分と異なる考

えや意見を指摘し合いながら課題に正対した考察となっているか検

討し、改善する授業である。 

生徒たちは、これまでも結果から考察を書くことを繰り返し行っ

てきており、書く量は増えてきている。しかし、個人の考察をグルー

プで検討し、改善する活動は十分に行えていない。 

そのため、一人一台端末を使って個人の考察を共有して検討する

ことやイオンのモデルをタブレット上で操作しながら考察を深める

ことができるように工夫している。 

授業の概要 単元計画（全９時間） 

第 1 次 酸・アルカリ（５時間） 

第 1 時 酸性とアルカリ性（１） 

第 2時 酸性・アルカリ性とイオン（３） 

（本時） 

第３時 酸性・アルカリ性の強さ（１） 

第 2 次 中和と塩（３時間） 

第１時 中和と塩（３） 

第３次 探究活動（１時間） 

第１時 水酸化バリウムと塩酸を混ぜたと

きの中和反応のしくみ（１） 
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参加者より 

資質・能力を育成するための単元構想を充実させることが重要であると改めて実感しました。これまでは、目の前の

授業に精一杯な部分もあったが、単元の中で身に付けさせたい能力を育成するための授業づくりを行っていく、また、

評価の方法も精選して生徒の見取りもしっかり行っていくようにしたい。そして、理科の教科の特性を考える機会にな

ったので、これからの授業改善に生かしていきたい。 

酸やアルカリを示すものの正体は何だろう 

 

指導と評価の一体化のための
学習評価に関する参考資料 

評価の記録については実現状

況が把握できる段階で評価を

行い、記録に残す場面と指導

に生かす場面に分けて計画す

る必要がある。その際、単元

を通していつ、どの場面でど

のように評価をすることが望

ましいのか、子供の実態に沿

って計画することが大切であ

る。 

※朝ヶ丘中学校授業づくり講座学習指導案より抜粋 

見通し 振り返り 
予想や仮説に対して、どのような結果にな

るのか結果の見通しをもたせ実際の結果と

比較することで、探究の過程を振り返るこ

とにつながる。 

調査官より 

授業では、全体で考察を検討する場面設定が必要と感じた。全体で検討する事によって子供が端的な表現を使っ

て伝えたり、全体のデータからどのような事が言えるのかその傾向を捉えたりする力が身に付くようにしていくこ

とが重要である。また、評価について、どういうときに A になるのか、A と B の境目を学校単位や教科で話し合

いの場をもって基準を決めておく必要がある。今回であれば、「今まで学んだ他の水溶液に関連付けて考察してい

れば A」といったように基準の具体を決めておく必要がある。 

授業づくり講座を通してお伝えした内容 

振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
しみが陰極に動く

と思う。 

結果の見通し 

酸の正体が水素
イオンだったら
どんな結果にな

るかな。 

アルカリの正体が
ナトリウムイオン
だったらどんな結
果になるかな。 

酸の正体が塩化
物イオンだった
らどんな結果に

なるかな。 

アルカリの正体が
水酸化物イオンだ
ったらどんな結果

になるかな。 

（例）「しみが陰極に動くのか、陽極に動くのかで確かめられるよ。」 

しみが陽極に動く
と思う。 

しみが陽極に動く
と思う。 

しみが陰極に動く
と思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②８時間目 中和反応の観察、実験を通して、結果をイオンモデルを使って分析して解釈し、その妥当性

を検討する力を 

自分が予想した結
果と一致したか

ら、酸の正体は水
素イオンだね。 

結果の見通しと実際の結
果を比較して考察する。 

自分が予想した結果
と一致したから、ア
ルカリの正体は水酸
化物イオンだね。 

妥当性の検討 
 

陰極に動いた
のは水素イオ
ンだね。 

 

イオンモデルで表す
とこのような動きに
なるのかな？ 

 

塩化物イオンも
このように動い
ているのでは？ 

 

塩化物イオンは赤い
しみではないので、動
かないように見える
んじゃないかな？ 

 

陰        陽 

陽極に動いた
のは水酸化物
イオンだね。 

 

イオンモデルで表
すとこのような動
きになるのかな？ 

 

ナトリウムイオン
もこのように動い
ているのでは？ 

 

ナトリウムイオンは青
いしみではないので、
動かないように見える
んじゃないかな？ 

 

考察 

授業づくり講座 学習指導案より抜粋 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然の事物・現象に対する気付き 
「酸やアルカリに共通の性質が見られるのはなぜかな？」 

課題の設定 
「酸性やアルカリ性の性質を示すイオンの正体は何だろう？」 

アルカリの正体は水酸
化物イオンかな。 

酸の正体は水素イオンか
な？いや、塩化物イオンか

もしれないよ。 

仮説の設定 

塩化水素  → 水素イオン  ＋  塩化物イオン 
 HCｌ   →    H＋   ＋    Cl― 
水酸化ナトリウム→ナトリウムイオン＋水酸化物イオン 
 NaOH   →   Na＋ ＋    OH― 

水溶液中に溶けて
いるイオンが関係
しているのかな？ 

まとめ 

 

 

 

☆比較の考え方で、問題を見いださせる。 

なぜ、酸性の物質はリトマス紙が青から赤に変わっ

て、アルカリ性の物質は赤から青に変わるのかな？ 

塩酸：青から赤 水酸化ナトリウム水溶液：赤から青 

炭酸：青から赤      アンモニア水：赤から青 

授業づくりのポイント 

☆条件を制御する考え方を使って結果の見通しをもたせ、

解決方法を考えさせる。 

☆関係付ける考え方で、予想や仮説を立てさせよう。 

ＨＣｌ →   Ｈ＋ ＋ Ｃｌ－ 

Ｈ２ＣＯ３ → ２Ｈ＋ ＋ ＣＯ３
２－ 

イオン式を見ると酸性の物質には水素イオンが共通し

ているので、酸の正体は水素イオンではないかな。 

酸の正体が水素イオンなら陰極に引かれると思う。 

（アルカリの正体が水酸化物イオンなら陽極に引かれ

ると思う。） 

＊変える条件 

 ・塩酸と炭酸 

（・水酸化ナトリウム水溶液、アンモニア水） 

＊変えない条件 

・電圧をかける時間 ・塩酸をつける量 

・電圧の大きさ   等 

☆多面的に考えて考察させる。 

＊結果の見通しと実際の結果を比べましょう。 

酸の正体が水素イオンなら陰極に引かれる 

      一致      不一致 

仮説が正しかった     探究の過程を振り返り、検討  

＊モデルの活用や他者の考えから考察を深める。 

 ・赤いシミが動きをイオンモデルで微視的に捉える。 

・他者の結果と比べて、考察の妥当性を検討する。 

☆課題に対しての結論を書かせる。 
＊子供の言葉でまとめさせる。 
 本時の課題を皆で確認し、課題に対してまとめを書く時
間を設定する。そして、課題とまとめの整合性がとれてい
るのか子供に発表させて全体で確認を行う。 
本時であれば、 

「酸性の正体は水素イオン、アルカリ性の正体は水酸化 
物イオンである。」 

というまとめになる。 
 

☆振り返りでは、指導者が把握したいことについて視点を示
して書かせる。 

＊探究の過程の最後では、課題をどのように解決してきたの
か解決方法の視点で書かせる場面を設定する。 

○解決方法を書かせた後に次の①～③に価値付けを行う 
①これまで学んだ知識や技能を活用して解決してきたことが

見える記述に価値付けを行う。 
②ペアやグループで協働的に学んで課題解決してきたことが

見える記述に価値付けを行う。 


